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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

  
１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 
 

本校は，学術の進展に即応した教育の質の向上，地域社会及び地域の産業の発展に貢献することを主な目的と

して，関連する研究活動を行うとともに，他研究機関との連携や共同研究なども推進する。目的の実質化を図る

ため，特に以下の事項を掲げる。 

 

○研究の教育への還元に関する具体的方策として，練習船「弓削丸」を活用した研究及び地域に根差した研究の

還元，研究と教育の一体化 

 

○地域の産業界からの技術相談，共同研究に対応するための研究の在り方や領域として，地域共同研究推進セン

ターによる他機関との連携などの研究活動，研究テーマ・実績などの広報活動 
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選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整

備され，機能しているか。 

 
（観点に係る状況)  

 学術の進展に即応した教育の質の向上を図るため，博士の学位取得の奨励（社会人博士課程の

活用など）及び学位を有している者の新規採用により，学位取得教員の増加を図っている。校費

による研究費は，学科ごとに配分され，専攻科担当教員へは別途追加配分されている（資料Ａ－

１－①－１）。また，研究費の特別支援として，校長裁量経費の一部をポイント制によって傾斜配

分している（資料Ａ－１－①－２）。それぞれの教員の研究成果は，卒業研究・特別研究等に多く

取り入れられており（資料（再掲）：卒業研究，特別研究一覧表），各学科において研究と教育の

一体化が図れるように研究・支援体制が整備され機能している。また，内地研究及び在外研究へ

教員を派遣し，派遣教員の校務・授業等については常勤教員及び非常勤講師で支援する体制をと

っている（資料Ａ－１－①－３）。全教員の研究テーマや発表論文の状況については，教育研究者

総覧の刊行及びウェブサイトへの掲載により広く社会に公表している（資料Ａ－１－①－４）。 

 海外の大学等との連携や共同研究推進のため，国際交流推進室を設置して（資料Ａ－１－①－

５），タイ王国ナコンパノム大学等と国際交流協定を結び，互いの学校に訪問するなどを通して共

同プロジェクトの実施や学術・文化交流を行っている（資料Ａ－１－①－６）。 

 練習船「弓削丸」を活用した研究に関しては，本校教員の申請により，練習船運航委員会の議

を経て，年間利用計画を立案して利用できるように研究・支援体制を整備している（資料Ａ－１

－①－７，８）。卒業研究等での利用などで教育への還元を行い，他の研究機関との共同研究（資

料Ａ－１－①－９）に有効に利用することによって海洋及び船舶に関する研究の拠点として，練

習船「弓削丸」を活用する研究・支援体制が機能している。 

 ＩＣＴの活用による地域活性化の実現を目的として，平成 23 年に本校，上島町，四国情報通信

懇談会，ＩＣＴ関連企業などが参画して上島町情報化推進協議会を設立しており，地域の活性化

や安心につながるようなネットワークインフラの利活用の方法について，上島町住民を対象とし

た実験・検証を行っている（資料Ａ－１－①－10）。 

 地域社会及び地域の産業の発展に貢献する研究の推進と本校における研究の活性化を図るため，

地域共同研究推進センターを設置しており，民間等外部の機関との連携を深め，地域産業の発展・

育成に関る技術分野について，技術相談，技術指導，共同研究等の要請に応え，かつ，リフレッ

シュ教育の積極的推進を図り，併せて，本校における研究水準の向上に寄与することを目的に活

動している（資料Ａ－１－①－11）。同センターには，センター長，副センター長，センター研究

員を配置しており（資料Ａ－１－①－12），センター運営委員会により円滑な運営が図れる体制を

整備している。 

 地域共同研究推進センター主催による外部資金獲得に関する説明会の実施（資料Ａ－１－①－

13）のほか，センター紹介の冊子を作成・配布し（資料Ａ－１－①－11），毎年商船祭と連携して

研究成果のパネル展示を行い（資料Ａ－１－①－14），その概要をまとめた冊子や年間活動記録を

配布するなど広報活動に努めている。また，四国地区５高専の研究者情報検索システム（四国地

区５高専研究者データベース）が構築され，常時公開されているなど多面的に機能している。 
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 平成 19 年３月に，本校の技術と人材を活用し，愛媛県と広島県の沿岸と島嶼地域「しまなみ海

道」エリアの産業界との連携を密にし，地場産業の技術の振興と地域社会の発展に寄与すること

を目的として，「弓削商船高等専門学校技術振興会（しまなみテクノパートナーズ）」を設立して

いる（資料Ａ－１－①－15）。技術振興会では，地域共同研究推進センターと共同で，「今治・し

まなみ海道「ものづくり」技術・経営情報交換会」（資料Ａ－１－①－16）や，前述の「商船祭パ

ネル展示」（資料Ａ－１－①－14），「交流工場見学会ツアー」（資料Ａ－１－①－17）などを行い，

企業と教員の研究活動を繋げるための支援も行っている。 

 平成 22 年に，四国地区の産業の振興に寄与する産学官連携活動を組織的系統的に展開すること

を目的として，四国地区高専地域イノベーションセンターを設立し（資料Ａ－１－①－18），各高

専のセンター長で構成される運営委員会を設置して，連携を図っている（資料Ａ－１－①－19）。

四国地区高専教員シーズ集を作成し，教職員が取り組んでいる研究課題や成果を広く紹介する（資

料Ａ－１－①－20）他，四国地区シーズ発表会を各校が担当して開催している。 

 事務的なサポートの体制として，校内外との技術支援の窓口に企画広報室を設置しており，地

域共同研究推進センター・技術振興会・教員研究などの活動支援の他，同支援の校内外への広報

活動も行っている（資料Ａ－１－①－21）。 

 技術面での支援として技術支援センターを設置している。技術支援センターでは，技術支援セ

ンター長に教育職（教授）を指名し，各学科長が副センター長として技術支援センター運営にあ

たるなど，各学科とセンターの連携強化を図っている（資料Ａ－１－①－22）。 

 

(分析結果とその根拠理由)  

 学術の進展に即応した教育の質の向上のため，博士の学位取得の奨励・支援，内地研究員及び

在外研究員の派遣，校長裁量経費による研究費の特別支援，ナコンパノム大学等との国際交流な

ど，学校全体として体制整備し，機能している。練習船「弓削丸」を活用した研究に関しては，

本校教員の申請により利用できるように研究・支援体制を整備しており，卒業研究等での教育へ

の還元や他の研究機関との共同研究の実施等によって，海洋及び船舶に関する研究の拠点として

研究・支援体制が機能している。また，事務的な支援は，企画広報室を中心に適切に実施されて

いる。技術支援センターでは，技術支援センター長を中心に各学科とセンターの連携強化を図り，

支援体制が整備され機能している。地域社会及び地域の産業の発展に貢献する研究の推進のため，

地域共同研究推進センター，技術振興会設立及び四国地区高専地域イノベーションセンターが設

置され，本校の教員と地域及び産業界との連携を図ることができる研究体制，支援体制が整備さ

れ機能している。また，全教員の研究テーマや発表論文の状況については，教育研究者総覧の刊

行及びウェブサイトへの掲載により広く社会に公表している。 

 以上のことから，本校の研究の目的に照らして，研究活動の実施や支援のための体制が整備さ

れ，機能している。 
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資料Ａ－１－①－１ 
平成 24 年度 学内予算配分方針 

 
 非公開情報のための削除 

（出典：総務課） 
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資料Ａ－１－①－２ 
平成 24 年度 教育研究費追加配分申告書 

 
非公開情報のための削除 

（出典：総務課） 
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資料Ａ－１－①－３ 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－①－４ 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料Ａ－１－①－５ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－39 抜粋） 
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資料Ａ－１－①－６ 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料Ａ－１－①－７ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－９抜粋） 
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資料Ａ－１－①－８ 

（出典：練習船弓削丸班） 
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資料Ａ－１－①－９ 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－①－10 

（出典：上島町情報化推進協議会） 
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資料Ａ－１－①－11 
 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－①－12 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－16 抜粋） 
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資料Ａ－１－①－13 
 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－①－14 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－①－15 
 

 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－①－16 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－①－17 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－①－18 

（出典：四国地区高専地域イノベーションセンター） 
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資料Ａ－１－①－19 

資料Ａ－１－①－20 

 

（出典：四国地区高専地域イノベーションセンター） 

（出典：四国地区高専地域イノベーションセンター） 
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資料Ａ－１－①－21 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集３－１ 
弓削商船高等専門学校事務組織及び事務分掌規則抜粋） 



弓削商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 26 - 

資料Ａ－１－①－22 

 

  

（出典：技術支援センター） 
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観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

 
（観点に係る状況)  

 本校の研究の目的の一つである練習船「弓削丸」を利用した共同研究（資料Ａ－１－②－１）

などで得られた知見を基に，卒業研究・特別研究テーマへの取り込みや（資料Ａ－１－②－２），

四国地区高専が連携した特別講義での活用（資料Ａ－１－②－３）など教育への還元を行ってい

る。 

 高専ＩＴ教育コンソーシアムでは，本校の豊富なプロコン指導により得られた知見が多く反映

されており，具体的なコンテンツ作成に取り組むなどプロジェクトの中核的な役割を担った。ま

た，情報処理，英語関連の資格試験対策や e-learning を活用した創造性授業を推進するため，本

校独自の e-learning コンテンツの充実を図るなど，教育内容を学術発展に即応させる研究を行っ

ている（資料Ａ－１－②－４，５）。 

 専攻科課程では教員の研究分野とリンクした研究テーマで特別研究が行われ，関連学会及び関

係論文集に積極的に発表することを目標としており，研究論文発表の他，各種コンテスト等で様々

な賞を受賞するなど研究の教育への還元を図っている（資料Ａ－１－②－６～８）。 

 地域共同研究推進センターが中心になって，他大学や関連企業・研究所との定期的な研究の連

携・交流は全体としてはまだ十分でないものの，地域社会及び地域の産業の発展に貢献するため，

上島町と連携した事業や共同研究を行っており（資料Ａ－１－②－９～11），成果を挙げつつある。

また，技術振興会の支援をきっかけに取得した特許取得の実績や（資料Ａ－１－②－12），四国地

区高専シーズ発表会（資料Ａ－１－②－13）等での研究発表を行い，研究のレベルアップを図り，

成果の広報活動にも努めている（資料Ａ－１－①－４，資料Ａ－１－①－20）。また，技術講習会

等を計画し，地域の技術者のリフレッシュ教育や技術指導を実施している（資料Ａ－１－②－14）。

「しまなみテクノパートナーズ企業会員会社案内」を刊行し，企業の概要を紹介することによっ

て今後の技術振興会の連携強化に努めている（資料Ａ－１－②－15）。 

外部資金の獲得増や特許の取得増については，より一層の改善に努める必要がある。（資料 10

－１－③－１）。 

 さらに，兵庫医科大学，鹿児島高専及び上島町と連携して，自然環境に恵まれた本校の特性を

活かした「大気環境と呼吸器疾患」に関する研究に着手している（資料Ａ－１－②－16）。 

 

(分析結果とその根拠理由)  

 研究の目的に沿った活動として，練習船「弓削丸」を活用した共同研究や教育への還元が行わ

れている。高専ＩＴ教育コンソーシアムの中で，本校は中核的な役割を担い，e-learning コンテ

ンツの充実に取り組むなど，教育内容を学術発展に即応させる研究を行っている。研究論文及び

学会発表については，様々な分野で研究発表が行われ，成果の広報活動に努めている。また，地

域共同研究推進センターが中心になって，他大学や関連企業・研究所との定期的な研究の連携・

交流を重ねつつ，地域社会及び地域の産業の発展に貢献するため，上島町と連携した事業や共同

研究を行っており，成果を挙げている。また，技術振興会の支援をきっかけに取得した特許取得

や四国地区高専シーズ発表会での研究発表にも努めている。 

 以上のことから，研究の目的に沿って，練習船「弓削丸」の活用，教員の研究活動及び地域社

会・産業界との連携の実績が着実に得られてきている。 
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資料Ａ－１－②－１ 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－②－２ 

（出典：学生課） 
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資料Ａ－１－②－３ 

（出典：「特別講義」実施要領） 
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資料Ａ－１－②－４ 
 

資料Ａ－１－②－５ 

 

（出典：http://kosen-e.jp/index.html） 

（出典：本校ウェブサイト） 

http://kosen-e.jp/index.html
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資料Ａ－１－②－６ 

資料Ａ－１－②－７ 

（出典：学生課） 

（出典：専攻科特別研究概要集） 
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資料 Ａ－１－②－８ 

（出典：情報工学科） 
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資料Ａ－１－②－９ 
 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－②－10 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料Ａ－１－②－11 
 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－②－12 

 

資料Ａ－１－②－13 

（出典：企画広報室） 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－②－14 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－②－15 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－②－16 

 

  

（出典：総務課） 
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観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が

整備され，機能しているか。 

 
 (観点に係る状況)  

 練習船「弓削丸」を共同研究や卒業研究・特別研究などに利用することに関しては，商船学科

長を委員長として，船長，機関長，教務主事，各学科長等を委員とする練習船運航委員会で審議・

計画し有効活用を図っており，利用上の問題点の把握と改善に努めている（資料Ａ－１－③－１） 

 地域共同研究推進センターの活動については，センター長を委員長として，副センター長，各

学科長，事務部長，各学科代表教員を委員とし，各課長を幹事とする同センター運営委員会（資

料Ａ－１－③－２）において，研究活動の活性化及び向上，地域社会及び地域の産業の発展に貢

献する研究の推進における問題点の把握やその改善策を検討している（資料Ａ－１－③－３）。 

 学外有識者による運営諮問会議を開催し（資料 11－２－②－４），本校の研究活動に関連して

地域共同研究推進センターの活動や技術支援センターについて等の事項を諮問し（資料Ａ－１－

③－４），今後の課題について報告しており，提言を受けて改善に結び付けている。審議内容につ

いては，毎回，報告書を作成している（資料Ａ－１－③－５）。 

 校長を委員長とする自己点検評価委員会においては，教育研究活動全般にわたって点検及び評

価を行っている（資料Ａ－１－③－６）。総括内容については，自己点検・評価報告書をまとめ（資

料Ａ－１－③－７），それらを受けて関係の部署で課題の整理，改善に努めている。 

 本校では，中期計画，年度計画を推進するために中期計画推進室を設置し（資料Ａ－１－③－

８），年度ごとの進捗状況を確認し，遅延している事項については指示を行って（資料Ａ－１－③

－９），着実な実施と改善を図っている（資料Ａ－１－③－10）。 

 校内外の各種資金申請書類は，提出された後，運営委員会で審議したうえで採択の決定をして

おり，資金使用状況や研究成果については，年度末に報告書の提出を義務付けている（資料Ａ－

１－③－11）。 

 国際交流活動に関しては，国際交流推進室会議で問題点の把握や改善策の検討（新たに台湾の

大学と交流協定を締結すること）を行っている（資料Ａ－１－③－12）。 

 

 (分析結果とその根拠理由)  

 練習船運航委員会，地域共同研究推進センター運営委員会，自己点検評価委員会，中期計画推

進室，国際交流推進室などの組織が設置され，それぞれの所掌事項の実施状況や問題点を把握し，

改善を図っていくための体制が整備されている。また，運営諮問会議において外部有識者による

点検体制も導入されており，研究活動の改善に役立てられている。 

 以上のことから，研究活動等の実施状況や問題点の把握などが行われており，改善を図ってい

くための体制が整備され，機能している。 
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資料Ａ－１－③－１ 
 

（出典：平成 24 年度第 1 回練習船運航委員会） 
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資料Ａ－１－③－２ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－17 抜粋） 
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資料Ａ－１－③－３ 
 

（出典：平成 24 年度第１回地域共同研究推進センター運営委員会） 
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資料Ａ－１－③－４ 
 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－③－５ 
 

（出典：第７回運営諮問会議報告書表紙） 
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資料Ａ－１－③－６ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－２抜粋） 
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資料Ａ－１－③－７ 

 

（出典：自己点検・評価報告書表紙） 
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資料Ａ－１－③－８ 

 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－25 抜粋） 
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資料Ａ－１－③－９ 

（出典：企画広報室） 



弓削商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 51 - 

資料Ａ－１－③－10 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－③－11 

 

 
 

 

（出典：企画広報室） 
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資料Ａ－１－③－12 

  

 

  

（出典：平成 24 年度第３回国際交流推進室会議議事録抜粋） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 
練習船「弓削丸」を活用して，実験・実習及び卒業研究等での利用などで教育への還元を行い，

他の研究機関との共同研究及び四国地区高等専門学校連携による特別講義での実習などにより，

海洋及び船舶に関する教育研究の拠点として有効利用している。 
（改善を要する点） 
 地域共同研究推進センターの活動強化及び外部資金の獲得増や特許の取得増へ向けてより一層

の改善に努める必要がある。 
 
（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

 学術の進展に即応した教育の質の向上，地域社会及び地域の産業の発展に貢献するため，地域

共同研究推進センターを設置しており，他機関との定期的な研究の連携・交流や上島町と連携し

た事業及び共同研究を行い，概要をまとめた冊子の配布や教育研究者総覧・研究者情報検索シス

テムなどで広報活動に努めている。 
 しまなみ海道エリアの産業界との連携を密にし，本校の技術と人材を活用した「弓削商船高等

専門学校技術振興会（しまなみテクノパートナーズ）」を設立しており，「しまなみテクノパート

ナーズ企業会員会社案内」の刊行や「今治・しまなみ海道「ものづくり」技術・経営情報交換会」

により企業と教員の研究活動の連携や支援等を行っている。また，技術振興会の支援をきっかけ

に取得した特許や四国地区高等専門学校シーズ発表会等での研究発表にも努めている。 
練習船「弓削丸」を利用した共同研究などで得られた知見を基に，卒業研究・特別研究テーマ

への還元や四国地区高等専門学校が連携した特別講義での活用などにより，海洋及び船舶に関す

る教育研究の拠点として有効利用し，商船学科を有する高等専門学校として特色ある教育研究活

動を組織的に展開している。 
高等専門学校ＩＴ教育コンソーシアムの中で本校は中核的な役割を担い，さらに e-learning

を活用した創造性授業や資格試験対策に利用するなど，教育内容を学術発展に即応させる研究を

行っている。また，タイ王国ナコンパノム大学等と国際交流を通して，共同研究や学術・文化交

流を行っており，その成果は学生への教育にも活かされている。 
 外部資金の獲得増や特許の取得増へ向けてより一層の改善に努める必要があるが，各種助成の

応募案内や説明会の実施などの活動支援を行うことで受託・共同研究や助成研究の拡充を図って

おり，校長裁量経費の効果的な配分，技術支援センター設置や企画広報室職員を軸にしたサポー

トなど研究活動の支援を行っている。 
 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制として，練習船運航委

員会，地域共同研究推進センター運営委員会，自己点検評価委員会，中期計画推進室，国際交流

推進室などの組織が設置され，それぞれの所掌事項の実施状況や問題点を把握し，改善を図って

いくための体制が整備されている。また，運営諮問会議において外部有識者による点検体制も導

入されており，研究活動の改善に結び付いている。 
 
（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が良好である。 
 


